
 

 

 

 

                            団委員長 高 根 博 信 

地区の世界スカウトジャンボリーの壮行会が 6 月 26 日に祐天寺の祐育館で開催さ
れました。 

4 年毎に開かれる世界スカウトジャンボリーの 22 回大会、スウェーデン南西部の
クリスチャンスタード市郊外で行なわれます。テーマは”Simply Scouting” 目黒一
団からもベンチャー隊の森さんとボーイ隊の平野くんの 2 名が参加します。派遣スカ
ウト約 1080 名、隊指導者 120 名、派遣本部隊 30 名、国際サービス部隊 80 名、総勢
約 1300 名が現地入りをいたします。皆それぞれ英語を勉強し心の準備も万端だと思
いますが、人と人が結びつく際にとても簡単で、誰でも出来、お金も掛からず、直ぐ
実行でき、国籍も人種も性別も年齢もましてや学歴も区別も差別もないものが 1 つあ
ります。それは、スマイルです。 

Keeping smile 
Actually the smile made someone happy. 
The value of smile is priceless,  
It is cheapest, easiest, most rewarding and most sincere gift to anyone. 
A smile is infectious.  
Everyone, do infecting people with your small smile  

笑顔は皆を幸せにします。笑顔は決められた価値なんかありません。だから世界で一番安上がり、一番簡単、そして

一番価値があり最高の贈り物なんです。笑顔は広がります。始めましょう！あなたの小さな笑顔が皆に伝染して笑顔

の輪が広がります！ 

(高根・適当英語/適当訳で失礼しました) 

 

 

 
６月２日、第１６回チャリティーゴルフ大会が千葉県成田市の総成

カントリー倶楽部で６８名の参加者の協力を集めて盛大に行われまし
た。当日はあいにくの雨模様でしたが、最後までプレーができ、パー
ティーも桂小金治師匠の大変有意義かつ楽しいお話を聞き無事終了い
たしました。 

集まった義援金４０６，０００円は、目黒区長を通じ、６月７日に
は今回の大震災で多大な被害を受けている目黒区と友好都市関係にあ
り、「目黒のさんま祭り」で大変お世話になっている気仙沼市へ
届けられました。日赤などの政府を通じて行う義援金は、中々
現地に届かないという問題がありましたが、今回は関係者の努
力によりスピーディーに届けられ、気仙沼市の方々に喜ばれま
した。 
なお、賛助会理事長は目黒１団育成会長杉本勝輔、ゴルフ大会
実行委員長は目黒１団副団委員長田邉健一郎です。 

            区長に義援金を託す田邊副団委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指導者のための「キャンプ研修会」に参加して   ＢＶ隊・団委員 中場晴久 
 

６月１８、１９日、新多磨地区スカウトキャンプ研修会のため、八王子の山奥に行って来ました。大雨で、
大変でしたが、逆に、苦境が、自分を「大学ローバースカウト時代」に復活（変身）させてくれたようです。
今回の「キャンプ研修会」は、指導者のためのもので、スカウト時代のキャンプ技術とは、全く別物という感
じでした。スカウトに教える立場からの Scouting(スカウティング)は、今後大いに役立つものばかりでした。
原点は、バイブル的存在の「Scouting for Ｂoys(スカウティング・フォア・ボーイズ)」によります。 
１泊２日のキャンプ期間中の班表彰（２部門）は、すべて我が参加班が、獲得、チームワークの良さを発揮す
れまでの苦難を実体験しました。現役のロ－バースカウトと共に、同じ班で行動することで、心身ともに若返
りました。キャンプファイヤーでは、多くの「カブ時代に覚えた世界各国のソング」を大声で、歌い、意味不
明の歌詞であるが、はっきりと思い出し、帰宅後、世界各国の民謡ソング（現地語）の解読を思いつきました。
日本在住の Native に、歌詞の意味を取材する試みで、「ハンスカレーべ（デンマーク民謡）」と「マルマルマル
（スリランカ民謡）」の歌詞解読に成功しています。 詳細は、団委員会 の web ページに投稿したいと思います。
スカウトソング集だからも学ぶものが多く、「永遠のスカウト（Once a Scout , always a Scout)」の作詞作
曲者と「Rovering to success(ローバーリング・サクセス)」の訳者が同一人物とわかったのも、大きな収穫で
あった。 
 祐天寺駅前のカレーハウス「ナイアガラ」で、週末手伝いに来ている立川３団のＭさんと、偶然、本キャンプ
の実行部隊トレナーとして、お会いしました。世間は、広いようで、狭い、運命的な再会でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 
 

 

 

 

 

 当団、山口ＶＳ隊長が「山手地区」のコミッショナー  

 に就任いたしました！ 山口コミのメッセージです！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ボーイスカウト目黒１団機関紙・らしんばん   編集・作成：団委員会広報担当    No.60４ （SINCE1959） 

「６月１２日（日）にボーイスカウト山手地区の
行事としてビーバー部門・カブ部門の合同集会が
祐天寺にて行われました。この日はスカウト総勢
８０名近くの参加があり、午前中は部門別の集会
が行われ、午後は両隊合同で活動を行いました。
ビーバー部門は祐遊広場で活動をしました。最初
に準備体操をしました。それもただの準備体操で
はなくなんだか楽しい体操をでした。次はみんな
で輪になって指キャッチというゲームをしまし
た。そのうちだんだんと他の団のスカウトともう
ち解けたところで、いろんな手遊び歌やゲーム、
ビーバーソングをみんなで歌いました。途中班分
けをしてリレーをやりました。それも「ワンピー
スリレー」というもので、バトンの代わりにワン
ピースのシャツを着て走ります。ただ走るだけで
なく上手に服を脱いだり着たりしないといけな
いので最後まで１位はどの班になるかわからな
いという緊張感のあるリレーでした。お昼ご飯を
食べた後は祐光殿でカブ隊のお兄さんお姉さん
達と合流。ここでも混成班になってゲームをしま
した。とにかくいろんな遊びを体験できた一日で
とても楽しく過ごすことができました。またこの
ような機会があれば是非参加したいと思いま
す。」 

 毎年、夏季行事前に宿泊訓練を行います。 
スカウトが時間単位行動や組単位の行動・協力、
荷物管理ができるかなどが目的です。 
 今年度のカブ隊年間テーマを考えると、ぜひ
行かなくてはという「いざ鎌倉」です。 
 八幡宮、頼朝の墓などを参拝し材木座海岸へ 
曇りの天気でしたが、海岸での活動は気持ちよ
かったです。 

二日目は、江ノ電に乗り長谷大仏へ。さらに
切り通しを利用して、銭洗い弁天・源氏山公園
へミニハイキングを実施しました。 
曇りでしたが、湿度が高くリーダーでも凹むだ
るさでした。 
途中、江ノ電鎌倉駅では杉並のボーイ隊、銭洗
い弁天では、横浜 79 団カブ隊と会いましてご挨
拶。35 名程在籍してるとの事 ﾘｰﾀﾞｰ・ﾃﾞﾝﾘｰﾀﾞ
ｰも沢山おられました。 
  夏季行事では、今回の体験を生かしてくれれ
ば良いと思います。 

この度、山手地区コミッショナーに就任いたしまし
た、ＶＳ隊長の山口美紀です。 
目黒１団からは、かつて田邉副団委員長が地区コミッ
ショナーでご活躍されて以来となります。 

ボーイスカウト活動に女子加入が認められて十数
年が経ち、我が団でも今年度女子富士章スカウトが
誕生いたしましたが、東京連盟で女性地区コミッショ
ナーは初めてだそうです。 

コミッショナー就任にあたっては正直色々悩みまし
たが、高根団委員長はじめ、多くの方々のご支援をい
ただきまして、今回引き受けさせていただきました。 
これから山手地区が力を入れていく重点課題は、①
年少部門（ＢＶ・ＣＳ）の増員②若手指導者の育成 ③
指導者のスキルアップ、です。この活動を伝承してい
くには、この３点は欠かせません。 

思えば、私がこの活動をずっと続けてこられた
一番の支えはスカウトの笑顔です。それは今もこ
れからも変わることはありません。スカウト達が
大人になった時に、このボーイスカウトで経験し
たことが自信になり、支えになり、力になるよう
な活動をしていきたいと考えています。 

ボーイスカウトは“後ろ姿を見せる教育”とも
言われています。 
私自身、まだまだ未熟な所もありますが、目黒１
団、山手地区の皆様のご協力、ご支援をいただき
ながら、これから精一杯務めさせていただきます。 
よろしくお願いします！ 


